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２ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成21年度届出排出量上位５業種】 

(1) 輸送用機械器具製造業（排出量第１位） 

ア 排出量別 

平成22年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は55事業所であ

り、排出量別の事業所数は図１-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出

量全体の65.8％を占めていました。 
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図１-１ 排出量別事業所数 
 
 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の52.1％を、管理

目標（排出量削減目標）の5.1％を占めていました（図１-２、３）。 

その他の
業種

94.9％
(56.7ﾄﾝ)

輸送用機械
器具製造業

5.1％
(3.1ﾄﾝ))

 

 

輸送用機械
器具製造業

52.1％
(1,673ﾄﾝ)

その他の
業種

47.9％
(1,535ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

      図１-２ 排出量            図１-３ 排出量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）5.7トンに対し、排出量が1,149トン減少し、目

標を達成しました。 

平成22年度の管理目標（排出量削減目標）は3.1トンで、平成21年度排出量1,673トンの

0.19％に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度に届出のあった物質数は19物質で、物質別の排出量は図１-４のとおりでし

た。排出量上位３物質で、当該業種の排出量全体の98.0％を占めていました。 
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     図１-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１-１のとおりで

した。トルエン、キシレンをはじめ排出量削減目標の上位物質は目標を達成しました。 

 

   表１-１ 平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　トルエン      2.3 トン／年 372トン／年 達　成

　②　キシレン      1.9 トン／年 410トン／年 達　成

　③　エチルベンゼン 　　 1.3 トン／年 350トン／年 達　成

　●　その他の物質 　　0.17トン／年 17トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図１-５のとおりで

す。削減目標上位３物質で、当該業種の削減目標全体の97.7％を占めています。 
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     図１-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度の用途別の排出量は、図１-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」が、当

該業種の排出量全体の90.1％を占めていました。 
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       図１-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表１-２のとおりで

した。排出量削減目標が一番大きい「溶剤・塗料など」では目標を達成しましたが、「め

っき、表面処理など」は目標を達成しませんでした。 

 

   表１-２ 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤、塗料など 5.7    トン／年 1,249    トン／年 達　成

　②　めっき、表面処理など 0.00063トン／年 -0.12トン／年 非達成

　●　その他の用途 0      トン／年 -100    トン／年 非達成

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図１-７のとおりです。

「溶剤・塗料など」が、当該業種の削減目標全体の97.5％を占めています。 
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       図１-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図１-８のとおりです。「低毒

性の化学物質への代替え」による削減が、当該業種の削減目標全体の65.6％を占めています。 
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     図１-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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(2) ゴム製品製造業（排出量第２位） 

ア 排出量別 

平成22年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は４事業所で、

排出量別の事業所数は図２-１のとおりでした。排出量上位１事業所で、当該業種の排出量全

体の89.5％を占めていました。 
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   図２-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

ゴム製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の12.3％を、管理目標

（排出量削減目標）の83.6％を占めていました（図２-２、３）。 

  

ゴム製品
製造業
83.6％
(50ﾄﾝ)

その他の業種
16.4％
(9.8ﾄﾝ)

その他の業種
87.7％

(2,814ﾄﾝ)

ゴム製品
製造業
12.3％
(393ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

図２-２ 排出量             図２-３ 排出量削減目標 

（平成21年度）                （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）16トンに対し、排出量が95トン削減され、目標

を達成しました。 

平成22年度の管理目標（排出量削減目標）は50トンで、平成21年度排出量393トンの12.7％

に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度に届出のあった物質数は８物質で、物質別の排出量は図２-４のとおりでした。

排出量の最も多いトルエンが、当該業種の排出量全体の95.4％を占めていました。 
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      図２-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表２-１のとおりで

した。排出量削減目標が最も大きいｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙは目標を達成しませんでした。 

 

   表２-１ 平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ 16 トン／年 14  トン／年 非達成

　●　その他の物質 0 トン／年 80  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図２-５のとおりで

す。当該業種の削減目標はトルエンが100％を占めています。 
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     図２-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度の用途別の排出量は、図２-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」が、当

該業種の排出量全体の96.9％を占めていました。 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表２-２のとおりで

した。排出量削減目標が最も大きい「溶剤・塗料など」で目標を達成しました。 

 

   表２-２ 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤・塗料など 16 トン／年 82トン／年 達　成

　●　その他の用途 0 トン／年 13トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図２-７のとおりで

す。「溶剤・塗料など」が、当該業種の削減目標の100％を占めています。 
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        図２-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図２-８のとおりです。「その

他の取組」による削減が、当該業種の削減目標の100％を占めています。 
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      図２-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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(3) 金属製品製造業（排出量第３位） 

ア 排出量別 

平成22年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は29事業所で、

排出量別の事業所数は図３-１のとおりでした。排出量上位３事業所で、当該業種の排出量全

体の76.0％を占めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12

1

7
6

1 1
0

1

0

5

10

15

1t
未

満

1t
以

上

2t
以

上

5t
以

上

10
t以

上

20
t以

上

50
t以

上

10
0t

以
上

排出量
 

    図３-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

金属製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の9.5％を、管理目標（排

出量削減目標）の0.2％を占めていました（図３-２、３）。 
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図３-２ 排出量            図３-３ 排出量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）0.14トンに対し、排出量が150トン増加し、目標

を達成しませんでした。 

平成22年度の管理目標（排出量削減目標）は0.11トンで、平成21年度排出量305トンの

0.037％に当たります。 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度に届出のあった物質数は10物質で、物質別の排出量は図３-４のとおりでした。

排出量上位３物質で、当該業種の排出量全体の86.8％を占めていました。 
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      図３-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表３-１のとおりで

した。排出量削減目標の大きいキシレン、エチルベンゼン及びトルエンで目標を達成しま

せんでした。 

 

   表３-１ 平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 

 平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標

物質名 H

　①　キシレン 0.0

　②　エチルベンゼン 0.

　③　トルエン 0.0

　●　その他の物質 0  

）の達成状況《排出量削減目標順》

21削減目標 H21削減実績 達成状況

89トン／年 -92  トン／年 非達成

039トン／年 -16  トン／年 非達成

13トン／年 -5.8トン／年 非達成

  トン／年 -36  トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図３-５のとおりで

す。削減目標の上位２物質で、当該業種の削減目標全体の88.4％を占めています。 
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     図３-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度の用途別の排出量は、図３-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」及び

「洗浄、界面活性剤など」で、当該業種の排出量の98.6％を占めていました。 
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     図３-６ 用途別排出量 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表３-２のとおりで

した。排出量削減目標が最も大きい「溶剤・塗料など」で目標を達成しませんでした。 

 

   表３-２ 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤・塗料など 0.14トン／年 -98トン／年 非達成

　●　その他の用途 0トン／年 -53トン／年 非達成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図３-７のとおりです。

「溶剤・塗料など」が、当該業種の削減目標全体の100％を占めています。 
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     図３-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図３-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の92.9％を占めています。 
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 図３-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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(4) 化学工業（排出量第４位） 

ア 排出量別 

平成22年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は72事業所で、

排出量別の事業所数は図４-１のとおりでした。排出量上位２事業所で、当該業種の排出量全

体の54.0％を占めていました。 
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 図４-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

化学工業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の7.1％を、管理目標（排出量削

減目標）の3.8％を占めていました（図４-２、３）。 
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図４-２ 排出量            図４-３ 排出量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）5.2トンに対し、排出量が211トン削減され、目

標を達成しました。 

平成22年度の管理目標（排出量削減目標）は2.3トンで、平成21年度排出量227トンの1.0％

に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度に届出のあった物質数は46物質で、物質別の排出量は図４-４のとおりでした。

排出量上位２物質で、当該業種の排出量全体の67.7％を占めていました。 
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     図４-４ 物質別排出量  

 

 

(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表４-１のとおりで

した。塩化メチル、トルエンをはじめ排出量削減目標の上位物質は目標を達成しました。 

 

   表４-１ 平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　塩化メチル 2.0 トン／年 42  トン／年 達　成

　②　トルエン 1.98トン／年 131  トン／年 達　成

　③　キシレン 0.63トン／年 4.6トン／年 達　成

　●　その他の物質 0.63トン／年 35  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図４-５のとおりで

す。削減目標の上位３物質で、当該業種の削減目標全体の87.5％を占めています。 
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     図４-５ 物質別管理目標（排出量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度の用途別の排出量は、図４-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」が、当

該業種の排出量全体の77.2％を占めていました。 
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(ｲ) 管理目標（排出量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の達成状況は、表４-２のとおりで

した。排出量削減目標が大きい「溶剤・塗料など」、「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」をは

じめ、排出量削減目標の上位用途は目標を達成しました。 

 

   表４-２ 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》 

 平成21年度用途別管理目標（排出量削減目標）の達成状況《排出量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤・塗料など 2.7 トン／年 63  トン／年 達　成

　②　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 0.33トン／年 4.6トン／年 達　成

　③　洗浄、界面活性剤など 0.12トン／年 0.6トン／年 達　成

　●　その他の用途 2.1 トン／年 143  トン／年 達　成

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（排出量削減目標）の設定状況 

平成21年度の用途別の管理目標（排出量削減目標）の設定状況は、図４-７のとおりです。

「溶剤・塗料など」が、当該業種の削減目標全体の61.1％を占めています。 
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      図４-７ 用途別管理目標（排出量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（排出量削減目標）は、図４-８のとおりです。「低毒

性の化学物質への代替え」及び「使用量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の

削減目標全体の85.6％を占めています。 
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       図４-８ 取組内容別管理目標（排出量削減目標） 
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 (5) 電気機械器具製造業（排出量第５位） 

ア 排出量別 

平成22年度の条例（化管法の届出対象外の事業所を除く。）の報告事業所は26事業所で、

排出量別の事業所数は図５-１のとおりでした。排出量上位２事業所で、当該業種の排出量全

体の66.9%を占めていました。 
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  図５-１ 排出量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

電気機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の排出量の3.7％を占めていま

した（図５-２）。なお、管理目標（排出量削減目標）は0トン（現状維持）のため、全体に

占める割合はありません。 
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図５-２ 排出量 

（平成21年度） 

 

 

ウ 当該業種の管理目標（排出量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（排出量削減目標）は0トン（現状維持）でしたが、排出量は6.9ト

ン削減され、目標を達成しました。 

平成22年度の管理目標（排出量削減目標）についても、0トン（現状維持）となっています。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度に届出のあった物質数は16物質で、物質別の排出量は図５-３のとおりでした。

排出量上位２物質で、当該業種の排出量全体の70.2％を占めていました。 
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     図５-３ 物質別排出量  

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 排出量の状況 

平成21年度の用途別の排出量は、図５-４のとおりでした。「洗浄、界面活性剤など」

が、当該業種の排出量全体の60.7％を占めていました。 
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     図５-４ 用途別排出量 
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３ 主要業種（製造業に限る）別の状況【平成21年度届出使用量上位５業種】 

(1) 化学工業（使用量第１位） 

ア 使用量別 

平成22年度の条例の報告事業所は72事業所で、使用量別の事業所数は図６-１のとおりでし

た。使用量上位４事業所で、当該業種の使用量全体の67.0％を占めていました。 
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    図６-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

化学工業は、条例に基づく報告を行った全事業所の使用量の32.3％を、管理目標（使用量

削減目標）の80.8％を占めていました（図６-２、３）。 
その他の業種

19.2％
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化学工業
80.8％
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その他の業種
67.7%

(131,989ﾄﾝ)

 

 

 

 

 

 

 

図６-２ 使用量             図６-３ 使用量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）183トンに対し、使用量が9,284トン減少し、目

標を達成しました。 

平成22年度の管理目標（使用量削減目標）は201トンで、平成21年度使用量62,914トンの

0.32％に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度に報告のあった物質数は105物質で、物質別の使用量は図６-４のとおりでし

た。使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の33.8％を占めていましたが、その他の

物質の種類も非常に多く、当該業種の使用量全体の32.1％を占めていました。 
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       図６-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質であるトルエン及びキシレンは目標を達成しましたが、

有機スズ化合物は目標を達成しませんでした。 

 

   表６-１ 平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　トルエン 46トン／年 1,615トン／年 達　成

　②　有機スズ化合物 40トン／年 -29トン／年 非達成

　③　キシレン 18トン／年 573トン／年 達　成

　●　その他の物質 79トン／年 7,125トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 26 -



(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-５のとおりです。

削減目標上位４物質で、当該業種の削減目標全体の90.8％を占めています。 
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     図６-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度の用途別の使用量は、図６-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」及び

「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」で、当該業種の使用量全体の49.8％を占めていました。 
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     図６-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表６-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「溶剤・塗料など」及び「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸな

ど」は目標を達成しましたが、「めっき、表面処理など」は目標を達成しませんでした。 

 

   表６-２ 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤・塗料など 43  トン／年 6,548トン／年 達　成

　②　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 42  トン／年 1,940トン／年 達　成

　③　めっき、表面処理など 2.1トン／年 -3,561トン／年 非達成

　●　その他の用途 96  トン／年 4,357トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図６-７のとおりです。

削減目標の上位である「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」及び「溶剤・塗料など」で、当該業

種の削減目標全体の43.4％を占めています。その他の取組で使用量削減を目標に掲げてい

る事業所も多数あります。 
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     図６-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図６-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の80.8％を占めています。 
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    図６-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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(2) 輸送用機械器具製造業（使用量第２位） 

ア 使用量別 

平成22年度の条例の報告事業所は61事業所で、使用量別の事業所数は図７-１のとおりでし

た。使用量上位２事業所で、当該業種の使用量全体の44.0％を占めていました。 
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    図７-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

輸送用機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の使用量の3.9％を、管理目

標（使用量削減目標）では全体の3.0％を占めていました（図７-２、３）。 
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図７-２ 使用量            図７-３ 使用量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）25トンに対し、使用量が2,510トン減少し、目標

を達成しました。 

平成22年度の管理目標（使用量削減目標）は7.5トンで、平成21年度使用量7,550トンの

0.099％に当たります。 

 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度に報告のあった物質数は33物質で、物質別の使用量は図７-４のとおりでした。

使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の55.8％を占めていました。 
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   図７-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表７-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質であるキシレンや「鉛及びその化合物」は目標を達成し

ましたが、塩化メチレンは目標を達成しませんでした。 

 

   表７-１ 平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　キシレン 9.0トン／年 314  トン／年 達　成

　②　塩化メチレン 5.2トン／年 0.8トン／年 非達成

　③　鉛及びその化合物 3.8トン／年 98  トン／年 達　成

　●　その他の物質 6.9トン／年 2,097  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図７-５のとおりです。

削減目標上位３物質で、当該業種の削減目標全体の81.4％を占めています。 
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     図７-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度の用途別の使用量は、図７-６のとおりでした。「溶剤・塗料など」が、当

該業種の使用量全体の53.9％を占めていました。 
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      図７-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表７-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「溶剤・塗料など」及び「はんだ、合金、ガラスな

ど」は目標を達成しましたが、「洗浄、界面活性剤など」は目標を達成しませんでした。 

 

   表７-２ 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　溶剤・塗料など 14  トン／年 954  トン／年 達　成

　②　洗浄、界面活性剤など 5.5トン／年 4.6トン／年 非達成

　③　はんだ、合金、ガラスなど 2.5トン／年 87  トン／年 達　成

　●　その他の用途 2.3トン／年 1,465  トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図７-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「溶剤・塗料など」が、当該業種の削減目標全体の57.0％を占めて

います。 
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     図７-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図７-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の65.5％を占めています。 
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    図７-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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 (3) プラスチック製品製造業（使用量第３位） 

ア 使用量別 

平成22年度の条例の報告事業所は21事業所で、使用量別の事業所数は図８-１のとおりでし

た。使用量上位３事業所で、当該業種の使用量全体の70.7％を占めていました。 
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   図８-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

プラスチック製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の使用量の3.3％を占め、

管理目標（使用量削減目標）の1.2％を占めていました（図８-２、３）。 
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図８-２ 使用量             図８-３ 使用量削減目標 

（平成21年度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）3.8トンに対し、使用量が1,161トン減少し、目

標を達成しました。 

平成22年度の管理目標（使用量削減目標）は3.0トンで、平成21年度使用量6,642トンの

0.046％に当たります。 
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エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度に報告のあった物質数は15物質で、物質別の使用量は図８-４のとおりでした。

使用量上位３物質で、当該業種の使用量全体の79.3％を占めていました。 
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  図８-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表８-１のとおりで

した。使用量削減目標が最も大きい「鉛及びその化合物」は目標を達成しませんでしたが、

トルエン及び「ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物」は目標を達成しました。 

 

   表８-１ 平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　鉛及びその化合物 2.0  トン／年 -221  トン／年 非達成

　②　トルエン 1.2  トン／年 21  トン／年 達　成

　③　ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 0.46 トン／年 9.2トン／年 達　成

　●　その他の物質 0.042トン／年 1,353  トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図８-５のとおりです。

削減目標の最も大きい「鉛及びその化合物」で、当該業種の削減目標全体の95.9％を占め

ています。 
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     図８-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度の用途別の使用量は、図８-６のとおりでした。「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸな

ど」が、当該業種の使用量全体の78.2％を占めていました。 
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       図８-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表８-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」や「溶剤・塗料など」

は目標を達成しました。 

 

   表８-２ 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど 2.1 トン／年 623トン／年 達　成

　②　溶剤・塗料など 1.2 トン／年 22トン／年 達　成

　●　その他の用途 0.46トン／年 516トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図８-７のとおりで

す。削減目標が最も大きい「高分子、ｺﾞﾑ、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸなど」が、当該業種の削減目標全体の

97.3％を占めています。 
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         図８-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図８-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の100％を占めています。 
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      図８-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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(4) 電気機械器具製造業（使用量第４位） 

ア 使用量別 

平成22年度の条例の報告事業所は29事業所で、使用量別の事業所数は図９-１のとおりでし

た。使用量上位２事業所で、当該業種の使用量全体の74.6％を占めていました。 
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図９-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

電気機械器具製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の使用量の1.1％を、管理目標

（使用量削減目標）の1.7％を占めていました（図９-２、３）。 
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図９-２ 使用量             図９-３ 使用量削減目標 

（平成21度）               （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）6.5トンに対し、使用量が986トン減少し、目標

を達成しました。 

平成22年度の管理目標（使用量削減目標）は4.3トンで、平成21年度使用量2,053トンの

0.21％に当たります。 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度に報告のあった物質数は23物質で、物質別の使用量は図９-４のとおりでした。

使用量の最も多いニッケルは、当該業種の使用量全体の52.5％を占めていました。 
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      図９-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表９-１のとおりで

した。使用量削減目標が上位である塩化メチレンやキシレンは目標を達成しましたが、ト

ルエンは目標を達成しませんでした。 

 

   表９-１ 平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　塩化メチレン 4.4 トン／年 7.2トン／年 達　成

　②　キシレン 0.63トン／年 2.9トン／年 達　成

　③　トルエン 0.56トン／年 -23  トン／年 非達成

　●　その他の物質 0.93トン／年 999  トン／年 達　成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 41 -



(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図９-５のとおりです。

削減目標が最も大きい塩化メチレンが当該業種の削減目標全体の65.8％を占めています。 
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     図９-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度の用途別の使用量は、図９-６のとおりでした。「はんだ、合金、ガラスな

ど」が、当該業種の使用量全体の71.1％を占めていました。 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表９-２のとおりで

した。使用量削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」及び「はんだ、合金、ガラ

スなど」では目標を達成しましたが、「溶剤・塗料など」では目標を達成しませんでした。 

 

   表９-２ 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　洗浄、界面活性剤など 5.4 トン／年 25トン／年 達　成

　②　溶剤・塗料など 0.9 トン／年 -16トン／年 非達成

　③　はんだ、合金、ガラスなど 0.18トン／年 626トン／年 達　成

　●　その他の用途 0   トン／年 351トン／年 達　成

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図９-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」が、当該業種の削減目標全体の91.4％を

占めています。 
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       図９-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図９-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の77.3％を占めています。 
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 図９-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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 (5) 金属製品製造業（使用量第５位） 

ア 使用量別 

平成22年度の条例の報告事業所は31事業所で、使用量別の事業所数は図10-１のとおりでし

た。使用量上位２事業所で、当該業種の使用量全体の81.8％を占めていました。 
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     図10-１ 使用量別事業所数 

 

イ 当該業種が占める割合 

金属製品製造業は、条例に基づく報告を行った全事業所の使用量の1.0％を、管理目標（使

用量削減目標）の4.0％を占めていました（図10-２、３）。 
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図10-２ 使用量             図10-３ 使用量削減目標 

（平成21年度）                （平成22年度） 

 

ウ 当該業種の管理目標（使用量削減目標）の達成状況及び設定状況 

平成21年度の管理目標（使用量削減目標）20トンに対し、使用量が1,797トン減少し、目標

を達成しました。 

平成22年度の管理目標（使用量削減目標）は10トンで、平成21年度使用量1,962トンの

0.51％に当たります。 

 

 

 

 



エ 物質別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度に報告のあった物質数は18物質で、物質別の使用量は図10-４のとおりでした。

使用量上位２物質で、当該業種の使用量全体の69.3％を占めていました。 
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図10-４ 物質別使用量  

 

 

(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表10-１のとおりで

した。使用量削減目標の上位物質である塩化メチレン及びニッケルは目標を達成しました

が、無機ｼｱﾝ化合物は目標を達成しませんでした。 

 

   表10-１ 平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 
平成21年度物質別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

物質名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　塩化メチレン 16  トン／年 20トン／年 達　成

　②　ニッケル 2.2トン／年 213トン／年 達　成

　③　無機ｼｱﾝ化合物 1.3トン／年 -9トン／年 非達成

　●　その他の物質 1.4トン／年 1,572トン／年 達　成
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(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の物質別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図10-５のとおりです。

削減目標の最も大きい塩化メチレンが当該業種の削減目標全体の45.3％を占めています。 
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       図10-５ 物質別管理目標（使用量削減目標） 

 

 

オ 用途別の状況 

(ｱ) 使用量の状況 

平成21年度の用途別の使用量は、図10-６のとおりでした。使用量の最も大きかった

「溶剤・塗料など」で、当該業種の使用量全体の16.3％を占めていましたが、その他の用

途も非常に多く、当該業種の使用量全体の71.9％を占めていました。 
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        図10-６ 用途別使用量 
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(ｲ) 管理目標（使用量削減目標）の達成状況 

平成21年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の達成状況は、表10-２のとおりで

した。使用量削減目標の上位である「洗浄、界面活性剤など」、「はんだ、合金、ガラス

など」及び「めっき、表面処理など」は目標を達成しました。 

 

   表10-２ 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》 

 平成21年度用途別管理目標（使用量削減目標）の達成状況《使用量削減目標順》

用途名 H21削減目標 H21削減実績 達成状況

　①　洗浄、界面活性剤など 16   トン／年 23トン／年 達　成

　②　はんだ、合金、ガラスなど 2.2 トン／年 367トン／年 達　成

　③　めっき、表面処理など 1.9 トン／年 122トン／年 達　成

　●　その他の用途 0.75トン／年 1,286トン／年 達　成

 

 

 

 

 

(ｳ) 管理目標（使用量削減目標）の設定状況 

平成22年度の用途別の管理目標（使用量削減目標）の設定状況は、図10-７のとおりです。

削減目標が最も大きい「洗浄、界面活性剤など」が、当該業種の削減目標全体の51.0％を

占めています。 
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     図10-７ 用途別管理目標（使用量削減目標） 
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カ 取組内容別の状況 

平成22年度の取組内容別の管理目標（使用量削減目標）は、図10-８のとおりです。「使用

量及び使用計画の見直し」による削減が、当該業種の削減目標全体の53.8％を占めています。 
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 図10-８ 取組内容別管理目標（使用量削減目標） 
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４ 主な化学物質の用途と有害性 

今回の報告で、排出量が多かった化学物質の用途や有害性は次のとおりです。 

 

物質名 主な用途 人に対する有害性 

トルエン 合成原料（合成繊維、染料、

火薬（TNT）、香料、有機顔

料、可塑剤）、ガソリン成

分、溶剤（塗料、インキ） 

長期間にわたって体内に取り込んだ結果、運動障害

や記憶障害などの神経系の障害のほか、腎臓、肝臓

や血液への障害が認められます。シックハウス症候

群との関連も疑われています。 

キシレン 合成原料（テレフタル酸、染

料、有機顔料、香料、可塑

剤、医薬品）、ガソリン・灯

油成分、溶剤（塗料、農薬）

高濃度で、眼やのどなどに対する刺激性や、中枢神

経へ影響を与えることが報告されています。シック

ハウス症候群との関連も疑われています。 

エチルベンゼン 合成原料（スチレン）、溶剤 シックハウス症候群との関係が疑われています。 

塩化メチレン 洗浄剤（金属脱脂）、溶剤

（重合用）、エアゾール噴射

剤、インキ成分、ペイント剥

離剤 

高濃度で、吐き気、だるさ、めまい、しびれなどの

神経系の症状が報告されています。動物実験でがん

の発生率の増加が認められ、人に対する発がん性が

疑われています。 

ふっ化水素及びそ

の水溶性塩 

合成原料（フロン）、金属・

ガラスの表面処理剤（エッチ

ング剤）、半導体製造用エッ

チング剤 

継続的に飲み水によって体内に取り込む場合、

1.4mg/L以上で骨へのふっ素沈着の発生率や骨折リ

スクが増加すると報告されています。 

テトラクロロエチ

レン 

溶剤（ドライクリーニング、

医薬品、香料、塗料）、洗浄

剤（原毛用）、合成原料（代

替フロン） 

高濃度で長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への

障害が認められ、低濃度では頭痛、めまい、眠気な

どの神経系への影響が認められています。動物実験

で発がん性が認められ、人に対する発がん性が疑わ

れています。 

塩化メチル 合成原料（シリコーン樹脂、

ブチルゴム）、溶剤（医薬品

製造用、農薬製造用）、発泡

剤（発泡ポリスチレン用） 

変異原性試験で陽性を示す結果が報告されていま

す。 

1,3,5-トリメチル

ベンゼン 

合成原料（染料、紫外線安定

剤、医薬品）、ガソリン成

分、溶剤 

動物実験で眼や皮膚、呼吸器に対して刺激性がある

とされています。 

スチレン 合成樹脂原料（ポリスチレン

樹脂、合成ゴム、AS樹脂、

ABS樹脂、不飽和ポリエステ

ル樹脂、イオン交換樹脂） 

変異原性の作用の仕組み及び人で染色体異常が観察

されていることなどから、人への発がん性が疑われ

ています。シックハウス症候群との関連も疑われて

います。 

トリクロロエチレ

ン 

溶剤（染料、生ゴム、硫黄、

ピッチ、塗料）、洗浄剤（脱

脂、原毛用）、合成原料（代

替フロン）、農薬（殺虫剤）

高濃度で長期間取り込み続けると、肝臓や腎臓への

障害が認められることがあり、低濃度では頭痛、め

まい、眠気などの神経系への影響が現れることがあ

ります。動物実験でがんの発生率の増加が認めら

れ、人に対する発がん性が疑われています。 

出典 ： ｢PRTRデータを読み解くための市民ガイドブック｣ 

｢化学物質ファクトシート 2008年度版｣ 

    環境省環境保健部環境安全課 


